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B は毎時b km で Aを追い、 t 時間後に追いつくとする。ただし、 ab  である。 
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)( が最小になればよい。 
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ここで、相加平均・相乗平均の関係より a
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等号成立は、
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のとき。 22)( aab   aab   ab 2  

以上により、 )(bf を最小にする b は ab 2  ……(答) 

 

 

※微分法で求めてもよい。 


